
男女平等参画とLGBTQ＋の差別解消へ

「自治労ジェンダー平等
推進計画」の組織討議始まる

自
治
労
運
動
で
の
男
女
平
等
参
画
の
さ
ら
な
る
推

進
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
関
す
る
取
り
組
み
を
包
含
し
た
新
た

な
計
画
「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」

の
組
織
討
議
案
を
5
月
25
〜
26
日
の
第
1
6
4
回

中
央
委
員
会
で
提
起
す
る
。

別表 ジェンダー平等推進計画の達成にかかる工程表（抜粋）

労働組合はLGBTQ+の人々の権利を守る意思があ
ることを示すアピールボード（自治労が加盟する
PSI-JC：国際公務労連加盟組合日本協議会が作成） 本部：執行委員会の女性参画は30％以上の継続（以降、50％に近づける）。評議会・横断組織

等の女性参画は、第1フェーズの中間期までに三役に女性を配置し、常任幹事、部会幹事等は
30％以上を目標。第2フェーズで常任幹事、部会幹事等は30％以上を達成

基
本
的
な
考
え
方
を
「
自
治

労
運
動
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
男
女
が
参
画
す
る
機
会

を
平
等
に
確
保
し
、
と
も
に
責

任
を
担
う
と
と
も
に
、
性
的
指

向
・
性
自
認
を
尊
重
し
、
多
様

な
人
が
集
う
組
織
と
な
る
」
と

し
て
い
る
。
性
別
役
割
分
担
意

ふ
っ
し
ょ
く

識
の
固
定
化
の
払
拭
や
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無

意
識
の
偏
見
）
に
基
づ
く
行
動

様
式
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
取
り
組

む
こ
と
を
記
載
し
た
。

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
む

け
た
世
界
の
潮
流
「
2
0
3
0

5
0
」（
2
0
3
0
年
ま
で
に

意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
50
％

入
る
※
）
を
意
識
し
、
組
織
が

変
革
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い

る
境
界
で
あ
る
30
％
（
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
）
以
上
の
女

性
の
参
画
を
「
達
成
す
べ
き
目

標
」
と
し
て
強
く
打
ち
出
す
。

計
画
期
間
は
23
年
9
月
〜
30

年
8
月
の
7
年
間
。
本
部
と
県

本
部
（
単
組
）
は
各
フ
ェ
ー
ズ

で
の
達
成
目
標
を
掲
げ
（
別

表
）、
第
1
フ
ェ
ー
ズ
の
最
終

年
（
26
年
9
月
〜
27
年
8
月
）

に
中
間
総
括
す
る
。

「
男
女
平
等
推
進
闘
争
」
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘

争
」
に
名
称
を
変
え
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
＋
の
差
別
解
消
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

※
国
連
（
女
性
の
地
位
委
員
会
）

が
2
0
1
5
年
に
提
唱

女
性
の
執
行
委
員
数

自
治
体
単
組
で
は
3
割
未
満

自
治
労
の
組
合
員
数
74
万
7

0
2
1
人
中
、
女
性
組
合
員
数

は
34
万
5
4
0
3
人
で
46
・
2

％
を
占
め
る
。
各
単
組
の
執
行

委
員
総
数
3
万
1
2
3
0
人

中
、
女
性
の
執
行
委
員
数
は
1

万
1
4
6
人

で
32
・
5
％
だ

が
、
自
治
体
単
組
で
は
28
・
1

％
に
と
ど
ま
る
。
女
性
組
合
員

の
多
い
臨
時
・
非
常
勤
労
組

（
女
性
割
合
92
％
）、
社
協
労

組
（
女
性
割
合
56
・
6
％
）
が

割
合
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
数
値
も
第
15
回
自
治
労

組
織
基
本
調
査
（
2
0
2
1
年
実

施
）
よ
り

自
治
労
は
、
6
月
9
〜
15
日
を

人
員
確
保
闘
争
の
基
本
的
交
渉

ゾ
ー
ン
と
し
、
県
本
部
統
一
闘
争

と
し
て
取
り
組
む
。

自
治
労
の
2
0
2
3
春
闘
で

は
、「
職
場
か
ら
あ
が
っ
た
意
見
、

要
望
の
う
ち
、
最
も
重
視
し
て
い

る
要
求
項
目
は
何
か
」
に
つ
い
て

は
、「
人
員
確
保
」
が
39
・
0
％
と

最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
2
0
2

2
年
よ
り
4
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加

し
て
い
る
。
人
員
確
保
は
組
合
員

に
と
っ
て
最
も
切
実
な
要
求
と

言
っ
て
よ
い
。
単
組
の
執
行
部
と

し
て
は
、
人
員
確
保
闘
争
を
よ
り

具
体
的
に
推
進
し
て
、
成
果
を
組

合
員
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

自
治
労
北
海
道
本
部
で
は
、
単

組
で
の
具
体
的
な
交
渉
の
参
考
と

な
る
「
人
員
確
保
闘
争
の
進
め

方
」
と
題
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
条
例
に
定
め
る

『
条
例
定
数
』で
も
な
く
、
当
局
が

判
断
す
る『
配
置
人
数
』で
も
な

く
、
実
際
の
業
務
量
や
一
人
ひ
と

り
の
働
き
方
な
ど
、
実
態
に
基
づ

い
て
組
合
が
主
体
的
に
求
め
る

『
必
要
人
員
』を
確
保
す
る
と
い
う

観
点
に
立
ち
、
そ
の
算
出
方
法
に

加
え
、
要
求
と
し
て
ま
と
め
て
交

渉
し
、
妥
結
に
至
る
ま
で
の
手
順

な
ど
を
示
し
て
い
る（
左
囲
み
）。

人
員
確
保
闘
争
の
起
点
は
組
合
員
の
声
を
聞
き

根
拠
あ
る
『
必
要
人
員
』
を
要
求
す
る
こ
と

人員確保闘争を仲間と
対話するきっかけにしよう職場ごとの聞き取り項目の例示

❶各部・課・係等の業務内容と現在の
人員配置状況の確認
❷長期療養者、産休・育休取得者等の
確認
❸時間外勤務の状況、実態との乖離（不
払い残業などはないか）
❹休暇取得状況に対する組合員の受け
とめ（休みの取りづらさ等）
❺現在の業務量に対する人員配置への
考え方（不足人員の状況、業務発令の
状況など）
❻不足と感じる場合、その理由と改善
策の検討（人員増、異動・研修など）
❼新規事業など、業務量増加要因の確
認と現在の対応方法

要求書の作成と提出へ

❶上記の職場ごとの聞き取り、オルグ
に基づいて「人員確保要求表（職場
用）」を部署ごとに作成する
❷❶を基に「人員確保要求総括表」を
作成する。その作成にあたっては、一
般事務職、土木技師、保健師など、職
種ごとに集約し、聞き取りで組合員か
ら出された様々な実態や意見・要望を
含めて執行委員会で議論する
❸執行委員会での議論を踏まえ「職員
配置等に関する要求書」に職種ごとの
要求人員を反映させる
❹職場集会や教宣紙で要求書内容を組
合員に周知。要求書提出。回答期限を
明示し文書での回答を求める
要求・交渉のノウハウの他に、中途退職の
防止、職員採用のための学校訪問などの取
り組み紹介も盛り込まれている。人員確保
闘争を仲間と対話するきっかけにしよう。

第2フェーズ

以降、50％に近づける

以降、50％に近づける

達成の後は、さらなる増加にむけて努力

達成の後は、さらな
る増加にむけて努力

以降、50％に近づける

2027年9月
第1フェーズ

女性専従役員1人以上の配置を目標

2025年9月

女性代議員（中央委員）
参画30％以上を達成

女性参画
30％以上を達成

女性1人以上を達成

女性代議員（中央委員）
参画30％以上を達成

2023年9月

本 部
機関会議への女性代
議員（中央委員）参画

全執行委
員

五役（非専
従含む）

専従役員

県本部・（単組）
機関会議への女性代
議員（中央委員）参画

県本部・
（単組）
執行委員
会の女性
参画

2030年9月

自治労北海道本部の
「人員確保闘争の進め方」

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2023年5月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2343号（１）
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長
野
県
本
部
・
松
本
市
現
業

職
員
労
働
組
合
は
、
環
境
業
務

（
清
掃
）
や
学
校
給
食
、
学
校

用
務
、
土
木
セ
ン
タ
ー
（
道
路

管
理
）、
保
育
所
調
理
な
ど
を

担
う
組
合
員
1
5
6
人
を
組
織

す
る
現
業
単
独
労
組
。
約
10
年

前
か
ら
、
制
度
政
策
と
人
員
確

保
を
中
心
と
す
る
闘
争
を
春
の

時
期
に
据
え
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
取
り
組
み
は
、
ま
ず
、
3

月
下
旬
に
実
施
す
る
制
度
政
策

要
求
か
ら
始
ま
る
。
通
年
闘
争

の
「
一
発
目
」
と
し
て
の
位
置

づ
け
だ
。

要
求
内
容
は
、
主
に
①
労
使

間
ル
ー
ル
の
遵
守
お
よ
び
健
全

か
つ
対
等
な
労
使
関
係
を
築
く

こ
と
に
労
使
双
方
が
最
大
限
努

力
を
払
う
こ
と
、
②
各
職
場
・

部
会
か
ら
の
改
善
要
求
へ
誠
実

に
対
応
す
る
こ
と
、
③
す
べ
て

の
労
使
合
意
事
項
に
対
し
て
協

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
加
え
、

新
規
採
用
、
現
業
職
場
の
直
営

堅
持
、
職
務
に
必
要
な
資
格
取

得
費
用
の
補
助
、
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
。

4
月
に
入
り
、
8
つ
の
職

場
・
部
会
へ
オ
ル
グ
を
実
施
。

以
降
、
4
月
下
旬
の
総
決
起
集

会
で
意
思
統
一
を
は
か
り
な
が

ら
、
各
部
会
も
要
求
・
交
渉
を

積
み
上
げ
、
お
お
む
ね
6
月
下

旬
に
は
妥
結
に
至
る
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
（
2
0
2
3
年

は
統
一
自
治
体
選
挙
の
た
め
前

倒
し
て
実
施
）。

「
実
は
、
本
部
方
針
よ
り
少

し
だ
け
前
倒
し
で
闘
争
を
組
ん

で
い
る
」
と
村
上
渉
委
員
長
。

予
算
が
決
定
す
る
前
に
人
員
要

求
な
ど
を
行
う
必
要
性
か
ら
、

松
本
市
現
業
労
組
の
場
合
は
闘

争
の
中
心
時
期
を
4
〜
5
月
に

据
え
て
い
る
。

◇

◇

◇

「
や
は
り
現
場
か
ら
声
を
あ

げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す

ね
」
と
実
感
を
込
め
る
村
上
委

員
長
。
要
求
・
交
渉
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
小
規
模
の
部
会

で
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
困
っ

て
い
る
こ
と
を
集
め
て
み
ん
な

で
要
求
し
よ
う
、
と
ト
ラ
イ

し
、
現
場
の
環
境
が
飛
躍
的
に

改
善
し
た
事
例
も
あ
る
と
い

う
。「
こ
う
し
た
好
事
例
を
他

の
部
会
に
も
広
げ
た
い
。
徐
々

に
徐
々
に
一
歩
一
歩
で
す
が
」

と
穏
や
か
に
話
す
。

松
本
市
現
業
労
組
で
は
、
学

習
会
開
催
で
若
手
の
育
成
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。「
職
場
で

声
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
学
ぶ

意
義
に
加
え
、
若
手
に
対
し
て

熱
い
思
い
を
注
ぎ
込
ん
で
い
く

場
に
も
な
っ
て
い
る
」。
そ
う

話
す
の
は
田
中
恒
太
書
記
長
。

学
習
会
は
月
1
回
と
高
頻
度
で

開
催
し
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て

い
る
権
利
か
ら
防
衛
費
の
増
額

の
問
題
ま
で
、
幅
広
く
多
岐
に

わ
た
る
学
習
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
も
松
本
市
現
業
労
組
の
特

徴
点
だ
。◇

◇

◇

最
後
に
、
今
統
一
闘
争
に
か

け
る
想
い
を
聞
い
た
。「
新
規

採
用
を
確
保
し
、
仲
間
を
増
や

し
、『
松
本
市
現
業
宣
言
（
別

掲
）』の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が

一
番
の
目
標
。
実
は
13
年
連
続

で
新
規
採
用
を
獲
得
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
先
輩
た
ち
が
、
現

業
は
単
純
労
務
で
は
な
く
専
門

職
だ
、
と
い
う
認
識
を
組
合
と

当
局
間
で
意
思
統
一
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。
こ
れ
を

単
組
内
だ
け
で
な
く
全
国
の
仲

間
と
も
共
有
し
て
い
き
た
い
」

と
村
上
委
員
長
。田
中
書
記
長

は
、「
職
場
へ
の
取
材
な
ど
を
通

し
て
現
場
の
声
や
実
情
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
交
渉
に
踏
み
込

ん
で
い
き
た
い
。
同
時
に
、
当

局
と
の
信
頼
関
係
を
し
っ
か
り

と
築
き
な
が
ら
、
折
り
あ
い
が

つ
く
形
で
の
交
渉
も
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
災
害

時
の
対
応
で
も
俺
た
ち
現
業
部

隊
が
率
先
し
て
対
応
す
る
、
と

い
う
熱
い
気
持
ち
を
、
組
合
員

一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

2
0
2
3
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
（
第
1
次
闘
争
）
が

始
ま
っ
て
い
る
。
闘
争
基
準
日
は
6
月
16
日
。
現
在

は
、
職
場
討
議
・
要
求
書
作
成
の
取
り
組
み
時
期
に
あ

た
る
。
機
関
紙
じ
ち
ろ
う
で
は
、
現
業
と
公
企
か
ら
取

り
組
み
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
第
2
回
は
長
野
県
本

部
・
松
本
市
現
業
職
員
労
働
組
合
。

統一闘争前進へ ポスターの活用を
「
現
業
は
専
門
職
」が
新
採
に
結
実

闘
争
と
学
習
、
若
手
育
成
を
積
み
重
ね

現
場
か
ら
声
を
あ
げ
る
組
合
活
動
へ

自
治
労
本
部
の
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
本
部
は
、
闘
争
を
盛
り

上
げ
る
た
め
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
付
し
て
い
る
。
各
県
本

部
・
単
組
で
活
用
し
な
が
ら
闘
争
に
結
集
し
よ
う
。

村
上
委
員
長
（
左
）
と
田
中
書
記
長

私たちは、「安心・安全・
安定」した住民サービスを
「公平・向上・継続」して
提供することが
直営・正規の目的と使命で
あることを宣言する！

長野県本部
松本市現業職員
労働組合

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
の
行
動
制

限
が
緩
和
に
む
か
う
中
で
、
多
く
の
県

本
部
・
単
組
が
以
前
の
よ
う
に
新
規
採

用
職
員
の
歓
迎
会
を
開
い
て
い
る
。

4
月
27
日
、
京
都
府
本
部
は
「
新
規

採
用
職
員
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
＆
ア
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
。
加
盟
単
組
の
自
治
労
京
都
市

交
響
楽
団
音
楽
家
労
働
組
合
の
組
合
員

が
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
を
披
露
し
、
新
採

職
員
を
歓
迎
し
た
（
写
真
右
）。

奈
良
県
本
部
は
4
月
29
日
、
青
年
部

が
中
心
と
な
り
新
規
採
用
職
員
歓
迎
会

「
新
採
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
〜
い
」を
開
催
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
「
お
絵
か

き
伝
言
ゲ
ー
ム
」、
ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
で
交
流
を
深
め
た
（
写
真
左
）。

出
会
い
と
交
流
が
組
合
活
動
の
起
点
。

多
く
の
新
人
の
加
入
が
期
待
さ
れ
る
。

相
模
原
自
治
研
セ
ン
タ
ー
は

4
月
、
ま
ん
が
冊
子
「
西
門
で

あ
い
ま
し
ょ
う
│
戦
車
闘
争
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
刊
し

た
。「
戦
車
闘
争
」（
囲

み
参
照
）
か
ら
50
年
の

節
目
に
、
た
た
か
い
の
意
義
を

若
い
世
代
に
語
り
継
ご
う
と
い

う
取
り
組
み
だ
。

同
自
治
研
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
1
9
年
に
「
戦
車
闘
争
」

の
資
料
・
情
報
収
集
と
継
承
の

事
業
に
取
り
組

む
こ
と
を
決

定
。（
一
財
）
自
治
労
会
館
の

地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
・
研

究
所
へ
の
研
究
助
成
金
を
活
用

し
、
報
告
集
を
完
成
さ
せ
る
と

と
も
に
、
2
0
2
2
年
に
は
そ

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
に
ま
と
め
た
。

今
回
、
そ
の
内
容
を
若
い
世

代
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
、
ま
ん
が
で
冊
子
を
作
成

し
た
。
描
い
た
の
は
市
内
在
住

の
セ
ミ
プ
ロ
の
20
代
の
女
性
。

当
時
を
知
ら
な
い
世
代
の
目
線

で
描
い
て
も

ら
う
こ
と
を

意
図
し
た
。

ま
ん
が
は
相

模
原
市
、
横

浜
市
、東
京
・

町
田
市
の
図

書
館
に
寄
贈

し
た
。今
後
、

学
校
等
で
の

活
用
も
め
ざ
す
。

「
戦
車
闘
争
は
、
今
日
の
市

民
ぐ
る
み
の
基
地
返
還
・
ま
ち

づ
く
り
運
動
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
歴
史
を
記
録
し
保

管
す
る
受
け
皿
で
あ
り
た

い
」。
同
自
治
研
セ
ン
タ
ー
理

事
長
で
相
模
原
市
職
労
委
員
長

も
務
め
る
武
田
秀
雄
さ
ん
は
そ

う
話
す
。「
今
日
で
は
デ
モ
行

進
し
て
も
、
周
囲
の
反
応
は
冷

や
や
か
。
で
も
当
時
は
全
く

違
っ
た
。
起
ち
あ
が
っ
た
市
民

が
い
て
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
運

動
に
発
展
し
た
。
そ
う
い
う
時

代
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
今
の
人

た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
う
。

「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
と
ま
ん

が
の
購
入
申
し
込
み
は
、
相
模

原
自
治
研
セ
ン
タ
ー
へ
（
上
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）。

戦
車
を
止
め
た
市
民
の
た
た
か
い

50
年
目
の
今
、
ま
ん
が
で
語
り
継
ぐ

ベベトトナナムムににむむかかうう米米軍軍のの戦戦車車をを
市市民民がが止止めめたた「「戦戦車車闘闘争争」」。。相相模模
原原自自治治研研セセンンタターーははそそのの歴歴史史をを
ままんんががでで語語りり継継ぐぐ。。

ご注文はこち
らから

相模総合補給廠「西門」への通り。冊子
の表紙のように座り込みのテントが埋め
つくした通りの両側は今では桜並木に
なった。（上写真と書影）

ベトナム戦争末期の72年、米
軍・相模総合補給廠で修理されベ
トナムに返送される戦車の搬出を
市民が止めた闘争。行動は100日
間に渡り、市民の座り込みには支
援の労働組合や学生らも参加。闘
争現場の「西門」前は一般市民と
闘争参加者の交流空間となり、反
戦平和の共感が拡がった。

神奈川
相模原

現業・公企統一闘争（第1次闘争）

22002233仲仲間間ににななろろううよよ 京京都都府府本本部部／／奈奈良良県県本本部部

新採さんいらっしゃ～い
「出会いと交流」を、あなたも

松本市現業宣言

相模原「戦車闘争」
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